

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































次 元 I 次 元 ?
群I 群II 群m 群1V 群V 群I 群II 群m 群1V 群V
1左プロツプ ．339 ．042 ．099 ．213 ．012 ．745 ．961 ．905 ．822 、853
2フッカー ．580 ．399 ．516 ．544 ．446 ．543 ．7ユ2 ．564 ．581 ．674
3右プロツプ ．318一．063 ．133 ．108 ．052 ．777 ．974 ．843 ．882 ．892
4左ロック ．561 、285 ．343 ．工99 ．255 ．554 ．799 ．544 ．703 ．656
5右ロック ．478 ．371 ．352 ．293 ．098 ．524 ．714 ．630 、582 ．630
6左フランカー ．662 ．596 ．442 ．572 ．453 ．460 ．537 ．666 ．480 ．569
7右フランカー ．617 ．488 ．424 ．563 ．318 ．468 ．613 ．611 ．395 ．659
8ナンバーエイト ．598 ．489 ．627 ．615 ．351 ．479 、620 ．406 ．363 ．601
9スクラムハーフ ．843 ．852 ．830 ．869 ．791 ．198 ．217 ．223 ．040 ．199
10スタンドオフ ．809 ．773 ．7’55 ．672 ．563 ．217 ．259 ．154 ．243 ．289
11左ウィング 、721 ．625 ．594 、530 、239 ．353 ．490 ．446 ．514 ．621
12左センター ．817 ．860 、773 ．839 ．618 ．255 ．236 、230 ．161 ．183
13有センタ丁 ．519 ．537 ．610 ．664 ．349 ．579 ．627 ．452 ．438 ．691
14右ウイング ．703 ．745 ．537．．．515 ．444 ．374 ．353 ．498 ．471 、355
15フルバック ．873 ．823 ．773 ．690 ．684 ．102 ．227 ．202 ．146 ．147
という点に表われることが示された．
　また，クラスターIについては左ロックのウェ
イトが他のクラスターと異なり第1次元『勇敢で
適切な判断力（brave　and　appropriate　judg－
ment）』にも相対的に高いウェイトを置いていた．
さらに，クラスターVについては，左ウイング・
右センターのウェイトが他のクラスターと逆で，
第2次元『心身の強靭さ（mental　and　physical
toug㎞eSS）』にウェイトを置く傾向を示す点に特
徴があった．
　以上のような点から，ラグビーのポジションの
認知に関してはポジションによって自己評定クラ
スター問のウェイトが異なるものが存在すること
が明らかになった．また一方では，自己評定には
関係なく一定した認知傾向を示すポジション（左
右プロップ・スクラムハーフ・スタンドオフ・左
センター・フルバック等）も存在することが明ら
かになった．これは，ポジションによって，その
役割が部員に共通の理解を持たれているものとそ
うでないものが存在することを表わしていると考
えられ，特に，共通の認知傾向が表われないポジ
ションのウェイトに自己評定の相違が反映される
可能性があることを示唆していると考えることが
できよう．
　　　　　　　　要　　　約
　本報では所属する成貝全てが評定対象を熟知し
ているという意味で，競技スポーツ集団（早稲田大
学ラグビー部）に所属する競技者にラグビーのポジ
ションを刺激として評定してもらい，熟知してい
る対象と自已評定との関係を分析した．早稲田大
学ラグビー蹴球部貝107名を被検者とし，ラグビー
のユ5のポジション・と自已評定を25の形容詞行なわ
せた．クラスター分析を援用し，自己評定により
被検者を5つのクラスターに分割し，クラスター
毎のポジション評定プロフィールをINDSCALに
より吟味した．INDSCALによって析出きれた次
元は1）『勇敢で適切な判獅力（braveandappro－
priatejudgment）』，2）『心身の強靭さ（mental
and　physical　toughness）』と解釈された．
　その結果，自已評定プロフィールには差異を示
すクラスター問においても，ラグビーのポジショ
ンの認知に関してはボジションによって自已評定
クラスター閻のウェイトが異なるものが存在する
ことが明らかになった．一方では，自已評定には
関係なく一定した認知傾向を示すボジションも存
在することが明らかになった．これは，ポジショ
ンによって，その役割が部貝に共通の理解を持た
れているものとそうでないものが存在することを
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表わしていると考えられ，特に，共通の認知傾向
が表われないポジションのウェイトに自己評定の
相違が反映される可能性があることを示唆した．
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